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東日本ユニオンは 6月 10日に開催した追加支給を求めた団体交渉で 0.7ヶ月分の追加支

給を強く求めてきました。しかし、経営側は「6月 7日の回答書がすべてであり、上積みは

しない」とした姿勢を崩さず、持ち帰り検討後の中央執行委員会において協議を行い「こ

れ以上の進展は図れない」と判断し、妥結することを決定しました。 

組合員をはじめ、東日本ユニオンの取り組みを支援してくれた社員のみなさん、そして

声を託してくれた社員と家族のみなさんにお詫びと感謝を申し上げます。 

職場には不満やその声を出せない環境が存在します。一人ひとりの声や想

いを結集させ、経営側と団体交渉を行い、改善や実現をしていくために東日

本ユニオンに結集しましょう。 

私たち東日本ユニオンは、あらためて労働組合の存在価値を実感すると共

に、その期待に応えていく決意に立ち、2022年度夏季手当の妥結を新たなス

タートとしていきます。 

 

「生活を豊かにする」「正当な賃金」「評価に値する手当」 

職場の声を経営側と団体交渉できるのは労働組合だけです！ 


